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(57)【要約】
【課題】電動工具のモータ電流が閾値を越えたときには
強制停止させて安全性を確保し、且つ、このために作業
性が低下することは抑える。
【解決手段】本発明の電動工具は、モータ３と、モータ
３への電力供給をオンにするメインスイッチ１と、モー
タ３の電流値を検出する電流検出手段と、モータ３の回
転出力を調整する出力調整スイッチ２と、電流検出手段
での検出結果が所定の閾値を超えた場合にモータ３を強
制停止させる制御手段とを具備する。制御手段は、強制
停止状態にあるときにメインスイッチ１の引き込みが開
放されるか、或いは、強制停止状態にあるときに出力調
整スイッチ２が動作されることで、強制停止状態を解除
する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　工具の駆動源であるモータと、引き込み操作により前記モータへの電力供給をオンにす
るメインスイッチと、前記モータに流れる電流値を検出する電流検出手段と、前記モータ
の回転出力を調整する出力調整スイッチと、前記電流検出手段での検出結果が所定の閾値
を超えた場合に前記モータを強制停止させる制御手段とを具備し、前記制御手段は、前記
強制停止状態にあるときに前記メインスイッチの引き込みが開放されるという第一の解除
条件と、前記強制停止状態にあるときに前記出力調整スイッチが動作されるという第二の
解除条件とを有し、前記第一又は第二の解除条件を満たしたときに前記強制停止状態を解
除することを特徴とする電動工具。
【請求項２】
　前記第二の解除条件は、前記強制停止状態にあるときに前記出力調整スイッチが所定量
を超えて動作されるというものであることを特徴とする請求項１に記載の電動工具。
【請求項３】
　前記第二の解除条件は、前記モータが前記強制停止状態となってから所定時間以内に前
記出力調整スイッチが動作されるというものであることを特徴とする請求項１又は２に記
載の電動工具。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記第二の解除条件を満たして前記強制停止状態を解除した後は、前
記閾値をこれよりも高い別の閾値に変更するものであることを特徴とする請求項１～３の
いずれか一項に記載の電動工具。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電流が閾値を越えたときにモータを強制停止させる電動工具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電動工具では、モータに過電流が流れることを防止するため、電流が閾値を超えたとき
にこれを検知してモータを強制停止させることが、従来行われている。さらに、特許文献
１に記載の電動工具においては、モータが強制停止されたとき、使用者が操作スイッチを
引き込んでいる間はこの強制停止を継続させ、操作スイッチの引き込みを解除した段階で
この強制停止を解除するように設けている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１－３１１８８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前記した従来の電動工具では、モータの強制停止を解除するために、いったん操作スイ
ッチから指を離してその引き込みを解除する必要がある。そのため、モータに過電流が生
じやすい作業を行うような場合には、モータが強制停止される度にいったん操作スイッチ
から指を離し、再び操作スイッチを引き込むという作業が要求され、作業性の低下を招く
原因となっていた。
【０００５】
　本発明は前記問題点に鑑みて発明したものであって、電流が閾値を越えたときにはモー
タを強制停止させて安全性を確保し、且つ、このために作業性が低下することを抑えるこ
とのできる電動工具を提供することを、課題とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　前記課題を解決するために本発明の電動工具を、工具の駆動源であるモータと、引き込
み操作により前記モータへの電力供給をオンにするメインスイッチと、前記モータに流れ
る電流値を検出する電流検出手段と、前記モータの回転出力を調整する出力調整スイッチ
と、前記電流検出手段での検出結果が所定の閾値を超えた場合に前記モータを強制停止さ
せる制御手段とを具備し、前記制御手段は、前記強制停止状態にあるときに前記メインス
イッチの引き込みが開放されるという第一の解除条件と、前記強制停止状態にあるときに
前記出力調整スイッチが動作されるという第二の解除条件とを有し、前記第一又は第二の
解除条件を満たしたときに前記強制停止状態を解除するものとする。
【０００７】
　前記第二の解除条件は、前記強制停止状態にあるときに前記出力調整スイッチが所定量
を超えて動作されるというものであることが好ましい。
【０００８】
　また、前記第二の解除条件は、前記モータが前記強制停止状態となってから所定時間以
内に前記出力調整スイッチが動作されるというものであることが好ましい。
【０００９】
　前記制御手段は、前記第二の解除条件を満たして前記強制停止状態を解除した後は、前
記閾値をこれよりも高い別の閾値に変更するものであることが好ましい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明は、電流が閾値を越えたときにはモータを強制停止させて安全性を確保し、且つ
、このために作業性が低下することは抑えることができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態の電動工具の側面図である。
【図２】同上の電動工具の回路図である。
【図３】同上の電動工具の各信号と動作を示すタイミングチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明を、添付図面に示す実施形態に基づいて説明する。図１は、本発明の一実施形態
の電動工具の側面図であり、図２はこの電動工具の回路図である。
【００１３】
　本実施形態の電動工具は、メインスイッチ１と出力調整スイッチ２を備えた可搬式のシ
ーリングガン５０である。このシーリングガン５０では、工具の駆動源であるモータ３を
筒型の本体部１０内に収容している。この本体部１０から径方向外側にむけて延設される
ハンドル部１１に、トリガスイッチから成るメインスイッチ１と、速度調整ダイヤルから
成る出力調整スイッチ２を備えている。
【００１４】
　本体部１０には、先端にノズル４を有する円筒状のシリンダ５を装着している。このシ
リンダ５内には棒状のロッド（図示せず）が収容されており、ロッドの先端には、シリン
ダ５の内周面に摺接する押圧部材（図示せず）を固定させている。ロッドは、本体部１０
内のモータ３の動力によって軸方向にスライド移動され、ロッド先端の押圧部材によって
、シリンダ５内のシーリング剤をノズル４先端の吐出孔４ａから押し出していく。
【００１５】
　ハンドル部１１の先端には、電池パック１２が着脱自在に装着される。この電池パック
１２内には、シーリングガン５０の電源部である二次電池７が収容されている。二次電池
７は、シーリングガン５０のモータ３や制御手段６に対して、電力を供給する。この制御
手段６は、メインスイッチ１や出力調整スイッチ２からの入力に基づいてモータ３の回転
を制御する。
【００１６】
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　図２の回路図に示すように、二次電池７からモータ３に電力を供給する回路中には、Ｆ
ＥＴのスイッチング素子から成るスイッチ手段８と、電流検出抵抗から成る電流検出手段
９とを、モータ３と直列に備えている。制御手段６は、スイッチ手段８を介してモータ３
への電力供給を制御し、また、電流検出手段９の両端電圧に基づいてモータ３に流れる電
流値を検出する。
【００１７】
　上記構成を具備するシーリングガン５０において、一定量を超えてメインスイッチ１を
引き込み操作すると、モータ３への電力供給がオンになる。このメインスイッチ１の引き
込みを開放すると、モータ３への電力供給はオフになる。制御手段６は、出力調整スイッ
チ２の回転位置に基づいて決定される電圧値に応じてオンデューティを変化させるＰＷＭ
制御によって、スイッチ手段８を駆動させる。これにより、モータ３の回転数が制御され
る。
【００１８】
　また、制御手段６は、電流検出手段９を用いてモータ３の電流値を検出し、この検出結
果が所定の閾値を越えた場合に、スイッチ手段８をオフにすることで、メインスイッチ１
を引き込んだ状態であってもモータ３を強制停止させる。ここでの閾値は、出力調整スイ
ッチ２のダイヤル回転位置（即ち、モータ出力の設定値）に応じて変化する。
【００１９】
　モータ３が強制停止状態に移行した後、この強制停止状態を解除して作業を再開するに
は、２通りの手段が用いられる。
【００２０】
　１つの手段は、メインスイッチ１の引き込みを開放する手段である。モータ３が強制停
止状態にあるときにメインスイッチ１がオフになると、制御手段６は信号変化によってこ
れを検知し、モータ３の強制停止状態を速やかに解除する。ここでメインスイッチ１を引
き込むと、その引き込み量が一定量を超えた時点からモータ３は再び回転を始める。
【００２１】
　もう１つの手段は、出力調整スイッチ２を動作させる手段である。モータ３が強制停止
状態にあるときに出力調整スイッチ２が所定量を超えて回転動作されると、制御手段６は
信号変化によってこれを検知し、モータ３の強制停止状態を解除する。このとき、メイン
スイッチ１は引き込み状態のままにあるので、モータ３の回転は速やかに再開される。
【００２２】
　なお、モータ３が強制停止されてから所定時間を経過した後は、この出力調整スイッチ
２を用いた手段によっては強制停止状態から復帰されず、メインスイッチ１を用いた手段
によってのみ復帰されるように設けている。
【００２３】
　言い換えれば、制御手段６は、モータ３の強制停止状態を解除するための解除条件とし
て、第一の解除条件と第二の解除条件を有し、一方の解除条件を満たせばスイッチ手段８
のオフを解除する。この第一の解除条件が、強制停止状態にあるときにメインスイッチ１
の引き込みが開放される、という条件である。そして、第二の解除条件が、モータ３が強
制停止状態となってから所定時間以内に出力調整スイッチ２が所定量を超えて動作される
、という条件である。
【００２４】
　更に、この制御手段６においては、出力調整スイッチ２を動作させて強制停止状態から
復帰した後は、復帰後の一定期間の間、検出電流の閾値をこれよりも大きな新たな閾値に
変更するように設けている。
【００２５】
　図３には、このシーリングガン５０での各信号と動作の一例を示している。この例の場
合、図中のＡ点にて、モータ３を流れる電流が過負荷保護用の閾値に達し、メインスイッ
チ１を引き込んだ状態のまま、制御手段６によってモータ３が強制停止されている。次い
で、図中Ｂ点にて、メインスイッチ１の引き込みが開放され、これを検知した制御手段６
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によってモータ３の強制停止は解除され、図中Ｃ点にてメインスイッチ１が引き込まれた
タイミングで、モータ３は再度回転を始めている。
【００２６】
　図中Ｄ点では、モータ３を流れる電流が再び閾値に達し、メインスイッチ１を引き込ん
だ状態のまま、制御手段６によってモータ３が強制停止されている。次いで、図中Ｅ点で
は、メインスイッチ１が引き込まれたまま、出力調整スイッチ（速度調整ダイヤル）２が
動作され、これを検知した制御手段６によってモータ３の強制停止が解除され、速やかに
回転を再開している。そして、ここでの強制停止の解除に伴い、電流の閾値は更に高い別
の閾値に変更されている。
【００２７】
　以上説明したように、本発明の一実施形態の電動工具（シーリングガン５０）は、工具
の駆動源であるモータ３と、引き込み操作によりモータ３への電力供給をオンにするメイ
ンスイッチ１と、モータ３に流れる電流値を検出する電流検出手段９と、モータ３の回転
出力を調整する出力調整スイッチ２と、電流検出手段９での検出結果が所定の閾値を超え
た場合にモータ３を強制停止させる制御手段６とを具備する。制御手段６は、強制停止状
態にあるときにメインスイッチ１の引き込みが開放されるという第一の解除条件と、強制
停止状態にあるときに出力調整スイッチ２が動作されるという第二の解除条件とを有し、
第一又は第二の解除条件を満たしたときに強制停止状態を解除する。
【００２８】
　これにより、使用者は、モータ３が強制停止されたときに、メインスイッチ１を開放す
ることで強制停止状態から復帰させるか、或いは、メインスイッチ１を引き込んだまま出
力調整スイッチ２を動作させることで強制停止状態から復帰させるかを、状況に応じて選
択することができる。特に、シーリングガン５０での作業のような、過電流保護のための
強制停止が比較的頻繁に行われる作業の場合には、メインスイッチ１は引き込んだままで
作業を継続できることにより、作業能率が大幅に向上する。
【００２９】
　また、前記第二の解除条件は、強制停止状態にあるときに出力調整スイッチ２が所定量
を超えて動作される、というものである。
【００３０】
　これによると、強制停止状態を解除するためには、所定量を超えて出力調整スイッチ２
を動作させる必要があるので、使用者が意図しないタイミングで強制停止状態から復帰す
るといった事態が抑えられる。
【００３１】
　また、前記第二の解除条件は、モータ３が強制停止状態となってから所定時間以内に出
力調整スイッチ２が動作される、というものである。
【００３２】
　これによると、連続作業を行わない場合には、復帰手段をメインスイッチ１のみにする
ことができる。したがって、不意に出力調整スイッチ２を動作させて強制停止状態から復
帰するという事態が抑制される。
【００３３】
　また、制御手段６は、前記第二の解除条件を満たして強制停止状態を解除した後は、閾
値をこれよりも高い別の閾値に変更するものである。
【００３４】
　これによると、連続作業を行うような場合に、モータ３の強制停止が多発することを抑
えることができ、作業効率が向上する。
【００３５】
　以上、本発明を添付図面に示す実施形態に基づいて説明したが、本発明は前記実施形態
に限定されるものではなく、本発明の意図する範囲内であれば、適宜の設計変更を行うこ
とが可能である。
【符号の説明】
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【００３６】
　１　メインスイッチ
　２　出力調整スイッチ
　３　モータ
　６　制御手段
　９　電流検出手段

【図１】 【図２】

【図３】
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